
地球環境との　 存 　栄共 共

琵琶湖の環境と生態系保全の
“いきものがたり”活動

　魚の産卵場所であるヨシ群落を守り・育て、琵琶湖
の固有種で絶滅危惧種のニゴロブナ、ワタカを保護・
育成・放流し、侵略外来魚を駆除する滋賀県ならでは
の“いきものがたり”活動を展開しています。
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『環境白書』（環境省発刊）に、
当行の“いきものがたり”活動が掲載
　当行の生物多様性保全への取り組みが、環境省発行の2012年版『環境白書』に掲載されました。

生物多様性格付→Ｐ13

　地域の皆さまとともに、生物多様性保全の取り組みを進めていく
ため、独自の評価指標を策定しています。生物多様性への配慮を
組み込んだビジネス展開がなされることを願っています。

森づくりサポート活動→Ｐ20

→Ｐ20

外来魚駆除釣り→Ｐ21

　減少傾向にある
ヨシ群落を保全する
ため、ヨシの植栽を
行っています。

ニゴロブナ・ワタカの放流→Ｐ14

学校ビオトープ
　子どもたちの環境学習の場として、多様な生きものとの共生空間で
ある学校ビオトープづくりを支援しています。

→Ｐ9

蝶の飛ぶまち
プロジェクト
～蝶の生息調査～
　名古屋支店前に食草を植
えたプランターを設置し、飛
来した蝶の種類を調査して
います。

里山の保全
　多くの昆虫や鳥などのす
みかとなる自然豊かな里山
の姿を取り戻すため、マキノ
スキー場の「20年後に森を
つくろうプロジェクト」に参加
し、コナラやクヌギなどを植
樹しました。

伊吹のススキ刈り
　奥伊吹スキー場
のススキ原の維持
管理のため、スス
キの刈り取りボラ
ンティアへ参加。
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ニゴロブナ・
ワタカの放流
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滋賀銀行は、琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会的使命として、生物多様性がもたらす
恵みに感謝するとともに、この豊かな恵みを将来世代に引き継ぐため、生物多様性の
保全に取り組んでいます。環境対応型金融商品と生態系保全活動により、人と自然が
共生する持続可能な社会の実現に向けて歩みを進めています。

生物多様性保全に向けた取り組み環境
ボランティア

　琵琶湖の固有種ワタカは、
異常繁茂する水草を食べて
除去してくれます。琵琶湖の
環境改善のため、放流事業
に資金を拠出しています。

　湖国の伝統食「ふなずし」の原
料になるニゴロブナは、琵琶湖の
固有種で絶滅が懸念されていま
す。琵琶湖の生態系保全と湖国
の食文化保護のため、放流事業
に資金を拠出しています。

ニゴロブナ

ワタカ

❶

琵琶湖の固有種で絶滅危惧種の
「ニゴロブナ・ワタカ」を保護・育成・放流❷

侵略外来魚のブルーギル・
ブラックバスの駆除❸

ヨシ刈り ヨシ苗植え
ヨシ群落の保全
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